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2Ca-3 男性を対象とした家事行動に関する調査

　一洗濯を事例とした意識と行動実態－

　　　　　　　　○小日向知子　西條好江
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【目的】家事の中心はまだ女性であるが、「介護」、「共働き」などライフスタイルや社

会環境の変化により、日常的に家事を行う男性も多くなってきた。そこで、男性の家事参

加への意識や行動実態を、代表的な家事のひとつである「洗濯」を取り上げて調査、考察

を行った。

　【方法】インターネットの当社ホームページを活用し、全国の「ひとり暮らしの男性」172

人よりアンケートに記入後、メールにて返信、調査を回収した。また、家庭科学研究所の

モニターより、身近な20～60代の男性約180人を対象に留置・自記入により、アンケート

調査を行った。

　【結果】ひとり暮らしの男性は衣類の基本的な手入れ方法として、「適量の洗濯物を入れ

る」、「洗剤を調節して入れる」は実際に行っている人が多いが、「表示別に洗い分ける」

は行っている人が少なかった。また、ベテラン主婦の洗濯行動と比較すると、「手洗いを

する」人の割合は少なかったが、一方、複雑な「黄ばみやシミ汚れを落すために、洗剤液

につけ置く」作業は両者ともほぼ半数の人が行っていた。家族と同居している男性は家事

参加への意識は低いが、掃除や洗濯の一部では日常的な家事への参加が認められた。

　また、本調査結果と共に既報告のベテラン主婦、若主婦、ひとり暮らし大学生の同種調

査と比較し、今後の企業からの情報発信の方向を考察した。

2Ca-4
アパレル教育におけるパーソナルコンピュータの応用（第１報）

　　　　　－アパレル専用ソフトを用いた服装評価一

　　〇末久真理子＊山田知里＊三木幹子＊＊綾田雅子＊
　　（゛共立短大，Ｏ広島女学院大）

＜目的＞近年情報のデジタル化が進み、教育、特に被服の分野にもコンピュータ導入は定

着しつつあるが、CAD ・ CG の使用法とその効果についての系統的、具体的な検討はまだ

十分には行われていない。そこで著者らは、コンピュータの高速な画像処理能力に着目し、

アプリケーションソフトのアパレル教育への導入を試みた。第１報では、アパレル専用ソ

フトを用いた実践例を具体的に紹介し、被服関連の授業におけるコンピュータ教育の有効

性について明確にすることを目的とする。

＜方法＞アパレル専用ソフトとして、UP Series（丸紅エレクトロニクス（株））を用い、テ

キスタイルデザイン（ＵＰ･ＴＥＸ）で作成した布を、学生が着用した洋服（画像）に貼り付

けるマッピングというアパレルデザイン（ＵＰ･ＭＯＤＡ）作業を行い、数種の合成画像を作

成した。次に、被服のコミュニケーション的役割を考えさせるために、出来上がった学生

作品（5枚）に対して学生相互で「似合う･似合わない」の官能評価を行った。評価者全員（39

名）の１位から５位の順位の和から平均順位を算出し、自己評価と他者評価の相違を考察さ

せた。また、評価者全員の順位の一致性が認められた作品について、自己評価との順位相
関係数を算出した。

＜結果＞コンピュータを用いた、テキスタイルからアパレルまで一貫したデザイン活動を

通じ、学生が本来持っている感性や創造力、学習意欲増進を図ることができた。また官能

評価の結果、「似合う・似合わない」という点で、自己と他者との間には評価に差があるこ

とがわかった。まだまだCGの活用法は未知数であり、今後の研究課題であるといえる。
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